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1．はじめに
　当病棟では、平成3年11月より、固定チーム制を導
入し、現在に至っている。この体制を導入したことに
より、患者のケアの継続性が図れ、患者個々の状態の
変化も一層把握しやすくなった。又、毎日の申し送り
時間も、15分程短縮された。その分私達は、患者ケア
に費やす時間に、ゆとりが生まれたように感じた。し
かし、固定チーム制導入後も以前から行ってきた病棟
の定時の看護業務については、未検討のままであった。
　そこで、私達は、患者により良い看護を提供するた
めにも、”もっと患者のベッドサイドに行きたい”と
言う思いを抱き、旧体制のまま行っていた看護業務に
ついて、改善する必要を強く感じた。私達がアンケー
トの結果より、話し合いや検討を重ね、試行錯誤して
いく中で得た当病棟における看護業務改善について、
以下のような結論を得たので、そのプロセスを含め、
ここに報告する。
　つきましては、各勤務帯の業務内容で検討、修
正又は、現行どおり存続した方が良いと思う業務
等、理由必ず添えて自由記載で御記入下さい。
①日勤
②準夜勤
③深夜勤
④早出（フリー番）
⑤早出（注射番）
⑥早出（採血番）
⑦早出（洗面番）
⑧遅出
　　　ご協力ありがと
　　うございました。
2．目的
　定時の看護業務改善により、ベッドサイドケア（直
接看護）の時間を延長し、よりよい看護を提供出来る。
3．方法
1）期間　平成4年7月15日～同年7月22日
2）対象　当病棟看護婦22名
3）内容　各勤務帯の定時看護業務内容、改善、検討
すべき点を自由記載とする。
　資料①
4）結果　当病棟看護婦22名　回収率100％
4．経過
1）アンケートの結果
①日勤
（2）
30％
3
10％
（1）
60％
②　体温計の個別管理。
　体温計を全患者に貸し出す。
（3）検温について。　（10％）
　6時検温を臨時検温にし、全患者の検温時間は10時
に変更する。
　②準夜（看護婦3名）
（1）業務について。　（60％）
早出、遅出業務を日勤業務へ移行
し、日勤勤務者を1名増員する。
早出、遅出業務内容の一部。エン
ビラケア、アイソレーターベルデ
の清掃（週一回。機種により異な
る。）臨時、定時薬の分包等。年間、
臨時＝13108袋、定時＝4664袋
（平成3年病院年報より）
　　（309（of）
平成4年度看護研究アンケート
この度、平成4年度の看護研究を業務改善につい
て検討していくことに決定しました。
目的は下記のとおりと致します。
目的）看護業務改善によりベッドサイドケア（直
接看護）の時間を延長し、より良い看護を提供出
来る。 9％
一　69　一
（3）
31％
（2），
　　　（1）　ヒビテン・ビューラックスタ
　　　　オル配付について。（60％）
　　　洗面介助時、ポータブルトイレ使
（1）　用患者へ朝夕2本ずつ配付されて
60％　いるが、活用されていず又、衛生
　　　的ではない為廃止する。
（2）処置書き出しについて。　（9％）
カーデックスから処置、検査予定表への書き出しにつ
いては、廃止し各勤務で病室番看護婦が確認する。
（3）その他（31％）
　　意見が様々であり、詳細得られず。
　③深夜（看護婦2名）
r一　g％
（2）X（3
13％ （1）
78％
（1）検温について。　（78％）
6時検温を臨時検温とし、対象者
の検温の基準を看護判断し必要な
患者のみ施行し、その后採血、洗
面等の業務にあたる。
（2）勤務者数について。　（13％）
勤務者数を1名増員することにより、検体及び検査の
チェック、点滴管理、採血、洗面介助あるいは注射業
務を補助する。
（3）その他。　（9％）
蓄尿の集計、時間の変更。　（15時トータルより6時ト
ータルへ）
　早出、遅出業務については、看護婦の回答が重複し
ている為、省略する。以上。
2）業務内容の検討
　集計された内容より、次の①と②について検討した。
　①検温時間の変更（表1・H参照）
　全ての入院患者を対象にしていた6時、14時、19時
の3検から10時、19時の2検に変更し、必要患者へは
臨検を施行する。
　②早出業務の人数変更
　a．早出看護婦3名を1名7時～15時勤務の看護婦
に限り、フリー業務とし、日勤へ移行する。
　（早出業務一7時～11時勤務で深夜入りの看護婦2
名と7時～15時勤務の看護婦1名）
　b．早出業務（洗面番）を廃止し、注射番（7時～
ll時）へ移行。
　c．採血業務（7時～11時の早出看護婦1名）の看
護婦が減ったことにより、採血を深夜看護婦が行う。
3）実施
期間：平成4年9月28日～同年10月11日
　試行期間中は、毎日カンファレンスを設け、看護業
務内容を検討した。
　5．結果
　1）試行期間における効果
　　a．患者からの反応
　　自己管理にかわり、検温への関心が高まった。
　（有熱時は、自らすすんで検温し、医師や看護婦に知
　らせている。）
　　b．医師からの反応
　　来回してからの検温データより、診察、回診時1青報
のひとつとして、治療、処置、対応を行う上で良い結
　果となった。　（例一発熱時の血液培養、抗生剤投与、
　指示、施行）
　　c．看護婦からの反応
①6時を臨時検温とすることで、患者の状態をより的
　確にとらえられた。臨時検温の対象として病棟内基準
　を作成し、実施できた。　（表II参照）
　②日勤業務内で、定時検温を10時にしたことにより、
　午後の時間帯が直接業務を行う上で活用できた。　（内
　容一清拭、入浴介助、午後のアナムネ聴取・病院オリ
　エンテーション施行等）
　2）問題点
　①早出と遅出が行っていた定時看護業務が日勤へ集中
　し、業務内容が繁雑となり時間に追われてしまう。
　②日勤に1名増員された看護婦は、病室を受け持つ看
　護婦の補助としての目的があったが、他の業務の補助
　が中心となってしまった。
　③深夜看護婦は、ナースコールの対応や点滴の管理で、
　業務の補助はできなかった。
6．考察
　今回の研究結果より、以下の様な要因が当病棟にお
ける看護業務を改善していく上で問題としてあげられ
る。
〈要因〉
①二週間の期間では、看護婦全員が検討して各勤務帯
を体験できず、充分浸透し得なかった。
②病棟の持つ特殊性から
　1．化学療法が連日行われている。
　2．持続点滴数が多い。（通常IVH5～8名、　D
　　IV5～10名、抗生剤等側管点滴数を含め1日あ
　　たり1人10本程度）
　3．輸血患者数5～10名。　（血小板の輸血量1人当
　　たり10～20単位、病棟平均では100～200単位実
　　施。濃厚赤血球1人当たり2単位、病棟平均では
　　5～10単位、休日前は倍量となる。）
　4．採血者数が常に多い。　（表皿参照）
一70一
　5．無菌室看護がある。　（対象患者：骨髄移植や、
　　大量化学療法等で入室。看護婦必要人数1日平均
　　1～2名。）
　6．種々の空気清浄器の管理に伴う繁雑さ。　（エン
　　ビラケアー一　9台、アイソレーターベルデ2台、ベ
　　ットアイソレーター1台。）これらの機器の定期
　　的清掃、点検、使用対象患者に伴う部屋の移動や
　　設置作業などが関与していると思われる。
　以上のことから、従来の看護業務として継続してき
た機能別看護を全て改善し、固定チーム制に合わせた
看護業務に移行することはできなかった。又、ベット
サイドケアに関しても、患者からの反応を充分得るま
でには、至らなかった。
　しかし、今回の業務改善を試行した点では看護婦個
々が、患者にとって個別性のある看護を提供しようと
いう意識づけが強くなされたと思われる。
7．おわりに
　以上の研究において、より良い看護を患者に提供す
る為、看護業務の検討を行った。しかし、機能別看護
について更に改善していく課題が残された。
　これからも、患者からの看護ケアに対する声を反映
させながら、より積極的に看護業務を改善し、ベッド
サイドケアにつなげていきたい。
参考資料①
表皿
9／30
i水）
10／1
i木）
2（金） 3（土） 4（日） 5（月） 6（火） 7（水） 8（木） 9（金） i醤
採血者数（名） 27 27 25 18 42 25 29 30 29
採血看護婦数（名） 2 2 2 2 3 2 2 2 2
採血本数（本） l12 92 90 48 296 90 104 100 111
採血開始時間 6：506：406：306：30 6：106：106：106：156：00
採血終了時間 7：508：008：008：00 8：008：007：408：007：45
採血所要時間 1：001＝201：301：30 1：501：501：301．451：45
平成4年9月30日～10月10日間（11日間） 病棟採血業務状況表（患者数45床）
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〈深夜勤務＞
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1かデックスサイン
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注射番へのレポート
レポート・カンファレンス 〈日勤・病室番〉
（日）倣前部体重測定 レポート
朝食後薬の与薬・内服靱
カンファレンス
環境整備
退院時調
看護腿・鋤
臨時検温
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Harnパトロール
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（時間）
o
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3
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9
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試行前
〈早出勤務　7～11時〉
採血番　　　洗面番
〈早出勤務　7～15時〉
　注射番　　　（月）のみフリー
採血業務 洗面・ヒビテン舛ル カーデックスより転記 勧業務鋤
交換 チェック表作成・罎
採血業務鋤 点酢成
深夜よりレポート
蹴樋 朝齪礁鋤 点酢成 点滴番鋤
ナースコール受け ナースコール受け
点稲鋤
各時間点瀟麗撹 既・ポータブ
朝の点腿診介助 外来歴出し ・作成・サイン ルトィレ齢
外来検査出し
IM・SCの施行 翌日の採血検体作成 中材物品
請求入力
カーデックスサィン カーデックスサイン 〈遅出勤務　11～19時〉
鰭室鋤
髄準備・鋤 遅出ヘレポート A　　　　　　B 馳準備・鋤
レポート シー亀交換
外来検査出し
翌日の採血検体幟 遅出Aヘレボート
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1
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臨時検温 〈準夜勤務〉
看護・温度臨録、
レポート フリー A・B 1
（日）～（月）シーツ交換 管理・当日入論者レポート
包野寺軸検 継勧らのレポート轍
鵬補充 夕食前後薬の与薬
洗面タオル輔 翌日検査説明 1
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各騙毎点潴理 看護処置・鋤
・幟・サイン 尿器胆
夜廻診点滴鋤 2
洗面タオル肺 弾薬与薬・内賑麗
回収 臨時検温 2
消 灯
看護・鍍叛講
2
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のセッティング
2
遜筏・鴎鯉
レポート レポート
2
3
4
5
6
7
8
9
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点滴管酢成
カーデックスサイン
昼食配下膳鋤
鴎薬分包
外来検査出し　検体作成
休 憩
外来検査出し・ポータブルレントゲン介助
醐レM穂清掃
融準備・鋤
各時闘点滴管理
遜視・作成●サイン
　　麟薬善言
　ナースコール受け
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細検便・尿
　麟の配布
ナースコール受け
夕食配礁鋤
（月）シーツ交換
（火）アイソレーターベルデ清掃
（水）定時薬分列・入れ換え
（木）救急カート点検・補充
（金）エンビラケア清糧
休　憩
点潴理鞭
　・作成・サイン
遅出Aヘレポート
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点瀦
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　　　請求入力
1
置
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〈深夜勤務＞
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1
’一巳一一一一｝ V一響一層一’一冒
看護記録、温度板チ・ック
起床　臨時検温
甑勲難鋤
丁丁の検縣取
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退院時翻
看魏置・鋤
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試行期間中
業務改善部分⇒［＝コ
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採血番　　　洗面番
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　　　　〈6時臨時検温対象者基準〉
重症患者
化学療法にて治療中、及び終了后の患者
点滴で抗生剤投与中の患者、及びDIV抜去後の患者
白血球数1000以下の患者
前日、37℃以上の患者
